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平成13年8月17日
複層ボーダー植栽

平成5年4月1日

１．工法 ２．機械 ３．材料 ４．製品 ５．その他

1-1-2.共通工／共通工

関東地方建設局 平成12年2月1日 KT-990493 パイロット事業

新しく開発した物なのでない。

（株）アメニティプラン

設計部

唐木　多喜秀

神奈川県小田原市酒匂
2-29-2

0465-47-8675

0465-47-8675

複層ボーダー植栽協会･

本部

唐木　多喜秀

神奈川県小田原市酒匂
2-29-2

0465-47-8675

0465-47-8675
複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽とは、地被類系植物を当該箇所へ植え付け、繁茂させることにより、雑
草類の育成が抑制され、複数年、四季を通して雑草対策を可能にした画期的な工法で
す。更に、重要なﾎﾟｲﾝﾄは、“３種類以上の混植”であり、異なる３種類以上の植物をﾗﾝﾀﾞ
ﾑに植栽します。

新技術概要説明資料（１／５）

名　称

副　題

区　分

キーワード

開発目標
（選択）

活用の効果

開発体制

開発会社

問合せ先

（概要）

分　類

登録NO

収受受付年月日

開発年

技術

営業

会社名　：

担当部署：

担当者名：

会社名　：

担当部署：

担当者名：

住所：

TEL：

FAX：

住所：

TEL：

FAX：

従来技術名：

国交省ｼｽﾃﾑ
への登録状況

申請地方整備局名 登録年月日 登録番号 評価結果

A-1

１．安全・安心
２．環境
３．情報化

４．コスト縮減・生産性の向上
５．公共工事の品質確保・向上
６．景観

７．伝統・歴史・文化
８．リサイクル

１．省人化
２．省力化
３．経済性向上
４．施工精度向上
５．耐久性向上

６．安全性向上
７．作業環境の向上
８．周辺環境への影響抑制
９．地球環境への影響抑制
１０．省資源・省エネルギー

１１．品質の向上
１２．リサイクル性向上
１３．その他

１．向上（　　％）
１．短縮（　　％）

１．向上 ２．同程度 ３．低下
１．向上 ２．同程度 ３．低下
１．向上 ２．同程度 ３．低下
１．向上 ２．同程度 ３．低下

１．単独 ２（１）．共同研究（民・民） ２（２）．共同研究（民・官） ２（３）．共同研究（民・学）

１．経済性
２．工程
３．品質・出来形
４．安全性
５．施工性
６．環境
７．その他

変更受付年月日



1150複層ボーダー植栽

A-2

新技術名称

新技術概要説明資料（２／５）

登録NO.

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等）

（適用条件）

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の特徴　　　　　　　　　　　
1)宿根性植物を使用しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2)　一度植え付けをすれば、５～６年は地表面を緑で覆い雑草の抑制ができ、維持管理費の低減にな
ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3)植栽基盤整備から行うため、５年程度は特に施肥の必要は有りません。
4)植栽植物は、比較的強健に生育するため病虫害対策は特に必要有りません。
5)気象条件、立地条件に対応して植物を選定するので、全国的に施工可能です。
6)球根等の花を混植することで、一年を通してｻｲｸﾙ的に花を見せることが可能です。

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の施工方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①表土すき取り→②改良用土砂敷き均し→③土壌改良材散布→④耕転・撹拌→⑤土壌整正→⑥植
え込み　→⑦ﾊﾞｰｸ引き込み→⑧(接着剤散布)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①表土すき取り：既存土壌に含まれる雑草の種子、根を一掃します。　　　　　　　
②改良用土砂敷き均し：すき取った部分に、雑草の種子及び根の不混入土砂（ﾛｰﾑ、山砂）を敷き均し
ます。　　　　　　　　
③土壌改良材散布：有機質系改良材＋無機質系改良材＋肥料を散布します。
④耕転・撹拌：改良材と土砂が均一になるよう撹拌します。　　　　　　　　　　　　　
⑤土壌整正：植え込みできるよう、土壌整正します。
⑥植え込み：植物をﾗﾝﾀﾞﾑに植え付けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑦ﾊﾞｰｸ敷き込み：植栽面の周りに接着剤付きのﾊﾞｰｸ材を敷き均し、ﾏﾙﾁﾝｸﾞ効果と通路として役立てま
す。　　
⑧接着剤散布：植栽地の表土定着のため接着剤(養生剤)を散布します。

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の施工単価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
景観の希望条件等で設計施工単価は異なりますが、標準で8,500円/㎡程度になります。　　　
例）施工面積100㎡での直接工事費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
すき取り　　　　　　１，１２１×　100㎡　　  　112,100
土壌改良　　　　　２，６５１×　　60㎡　　　  159,060
植栽植え付け　　 ６，７５６×　　60㎡　　 　 405,360　　　　　　　
ﾊﾞｰｸ敷き込み    ４，３６７×  　40㎡    　　 174,680                 　　　　
接接着剤散布        １３１×　　60㎡　　　  　 7,860　　　　　　　　　
計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  859,060
歩係り表あり(　標準歩係り、暫定歩係り)

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の摘要条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
標高１，０００ｍ程度以下の地域で、日照時間が2から3時間以上とれる場所。
“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の摘要場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１）　植樹帯、植樹桝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２）　中央分離帯、交通島
３）　インターチェンジ
４）　サービスエリア、パーキングエリア
５）　道路余剰地



新技術概要説明資料（３／５）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等実施状況）

（添付資料）

実験資料等

施工資料等（施工規模、自然条件等）

積算資料等

その他

特　許

実用新案

評価・証明

その他の
制度等に
よる証明

建設技術評価制度　
番号：

証明年月日：

制度等の名称：

証明年月日：

証明機関：

制度等の名称：

番号：

証明年月日：

証明機関：

証明範囲：

制度等の名称：

番号：

証明年月日：

証明機関：

証明範囲：

A-3

民間開発建設技術の審査証明　
番号：

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の留意点
１）　表土すき取り。
２）　雑草種子、根の混入がない改良土砂（ﾛｰﾑ、山砂）を使用。
３）　植栽植物は、必ずﾗﾝﾀﾞﾑに植え付け。
４） 被覆完了まで（３ｹ月から６ｹ月）は 度々育成状況を確認

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の課題と今後の開発計画
１）　法面緑化等の施工分野拡大。
２）　施工現場の現状土をそのまま改良する方法。
３） 被覆完了までﾒﾝﾃﾅﾝｽの軽減

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”実験等実施状況
　　　試験地　　　　　　　　　　　　試験箇所　　　　　　　　　　　　　　　 　規模（㎡）
神奈川県小田原市　　　　　　ｱﾒﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝ敷地　　　　　　　　　　　　　　　－
北海道札幌市 世紀東急工業道央総合営業所 ２０

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”実験資料
　小田原周辺て゛１０年間、宿根草・球根類の生態系を５００種類以上観察。植物間の干渉効果、相互相
性等のﾃﾞｰﾀｰ収集

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の施工資料（実績）
１）　建設省:１１件
２） 日本道路公団:３件

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”の積算手順
１）　表土すき取り
２） 改良用土砂敷き均し

“複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽”パンフレット

２．出願中

KT-990499

新技術jy応報提供システム
（NETIS)

2000.03.03

商標登録証登録第4350958号

2000.01.14

商標登録登録第4385077号

2000.05.19

複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ植栽協会

商標登録　第31類・第37類

宿根草複層ﾎﾞｰﾀﾞｰ花壇

商標登録　第37類

1150複層ボーダー植栽新技術名称 登録NO.



A-4 新技術概要説明資料（４／５）

施

工

実

績

実績件数 公共機関： 民間：件 件

発　注　者 工　事　名 CORINS登録NO.施工期間

19 3

建設省関東地方建
設局

建設省関東地方建
設局

建設省関東地方建
設局

神奈川県川崎市

愛知県名古屋市

建設省九州地方建
設局

日本道路公団

建設省関東地方建
設局

京都府

1994/05/01～
1994/05/31

1994/11/01～
1995/04/30

1996/12/05～
1997/01/18

1997/08/01～
1997/09/30

1997/10/01～
1997/11/30

1998/11/17～
1999/01/15

1999/04/13～
1999/09/09

1999/10/19～
1999/11/18

2000/01/11～
2000/01/16

五十里・川治ダム上流部公園花壇

国営武蔵丘陵森林公園花木園入口
花壇

新大宮Ｂ．Ｐ草花緑化

川崎ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ前花壇整備

名城公園花壇整備

熊本ﾊﾟｲﾊﾟｽ麻生田交差点草花緑化

郡山ＪＣＴ法面花壇植栽

熊谷ﾊﾞｲﾊﾟｽ草花緑化

府営農村活性化住環境整備事業弓
削中南部地区農業集落道金屋矢谷
線

1150複層ボーダー植栽新技術名称 登録NO.




